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日本航空宇宙のルネッサンスを目指す
東北大学流体科学研究所と
ＪＡＸＡ総合技術研究本部との
包括的研究協力協定

アジアの科学技術先進国たる日本の航空宇宙産業再生は必須

•経済のグローバル化とアジア市場の拡大
•中国の工業化と日本の産業空洞化
•日本の航空輸送実績は世界２位
•地球温暖化の危険

東北大流体研 JAXA総技研研究交流

基礎科学技術の提供・
大型設備利用・プロジェ
クト参加・学生派遣

産学官連携・萌芽的研
究・幅広い科学技術分
野との交流・社会活動
の提携

日本発の新しい
航空宇宙輸送
システムの提案

過去および現在の共同研究

角田関連
村井等名誉教授・大場利三郎名誉教授 キャビテーションの研究 昭和45年
～平成６年
高山和喜名誉教授 衝撃波応用の研究 平成元年～15年
新岡嵩名誉教授 プラズマ保炎の研究 平成元年～15年
小林秀昭教授 半導体レーザを用いた超音速燃焼計測の研究 平成12年～
13年
上條謙二郎元教授 ロケットポンプインデューサの研究 平成12年～15年
井小萩利明教授（所長）・徳増崇講師 再使用型ターボポンプの研究 平成15
年～現在
佐宗章弘教授 ビームエネルギー推進に関する研究 平成14年～現在

調布関連
小濱泰昭教授 境界層の研究・新型航空機の研究 昭和62年～現在
樋口博元教授 磁気支持風洞天秤を用いた研究 平成11年～現在（シラ
キュース大にて継続中）
大林茂教授 高速ネットワークを用いた統合シミュレーションの研究 平成12
年～現在
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航空宇宙学会北部支部
•流体研とNAL角田が核となって1987年
に発足
•市民向け講演会＋ロケット教室も10回
開催（継続中）

期待される研究成果

宇宙関連

将来宇宙輸送システムシミュレーション

再使用型ロケットエンジン研究開発

航空関連

次世代融合研究による航空安全の研究

将来型航空機研究開発
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将来宇宙輸送システムシミュレーション
～最適設計と高信頼性の実現～

© JAXA

CAEとSQC（統計的品質管理）の融合
工学知識発見への展開

仮想打ち上げシステム

•高信頼性ロケットエンジン
•将来宇宙輸送システム

ロケットエンジン研究開発
～再使用型ロケットの実現～

再使用型ターボポンプに関する研
究
翼間圧力計測によるインデューサ
の熱力学的効果の研究

© JAXA
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航空機のシミュレーション
データ

どんな大気乱流があ
るの？データは大丈
夫？

実験／シミュレーションの次世代融合研究
～航空事故防止装置の例～

航空機の作る渦
計測結果をシミュレー
ションにフィードバッ
ク
→精度と計算時間が飛
躍的にアップ

航空機の事故が大幅
に低減できる！

! !

?

?

スーパーコンピュータ

航空機リアルタイム情報

乱流があるぞ！どこま
で続いているのかな？

航空機離発着時の流れ

次世代無線通信

これは凄い！
どう飛べば安全か、
見ればすぐ分かる。

乱れの強さの空間分布
や圧力の分布が全て分
かる
→高度航空安全の実現

©東北大

将来型航空機の要素技術開発と概念設計
～環境適合性と高安全性～

© JAXA

乗り物の電化
脱石油エンジン 空気もきれい

静かな飛行機

正常

危険

飛行状態認識 回避

判断

•外乱
•ミス
•接近
•故障 失敗 学習・知識共有

鳥のように飛ぶ乗り物
オルニスプレーン

Ornith(鳥)+plane(飛行機)

飛行機の高知能化

賢いセンサー 賢い翼

学習アルゴリズム
•パターン認識
•進化アルゴリズム

飛ぶほどに
賢くなる飛行機

静かな空港
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今後の進め方 1/2

• 交流事務局の設置
– JAXA・調布 高木

– JAXA・角田 （検討中）

–流体科学研究所 大林

• 定期交流会
– ４半期ごとの進行状況確認
–成果報告会（年１回３月実施）
– COEサマースクール（年１回７月実施）

今後の進め方 2/2

• 研究集会の共同開催・招待
– JAXA・航空宇宙数値シミュレーション技術シンポジウム

2004 6月24~25日
– 流体研・AFI/TFI-2004 : Fourth International 

Symposium on Advanced Fluid Information and 
Transdisciplinary Fluid Integration 11月11~12日

– 他
• 研究成果の取り扱い

– 出版物の交換
– 共同研究については今後事務局で協議


